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２０２３年１２月ＮＨＫ四国地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ四国地方放送番組審議会は、１８日(月)、リジェール松山にお

いて、１０人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道への

ＢＰＯ意見について報告があり、議事に入った。 

会議では、事前に視聴してもらった「みかんの谷と生きる ～西日本豪雨 父

と子の５年～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

 

（出席委員） 

委 員 長  三好 賢治 （伊予銀行代表取締役頭取） 

副委員長  藤本 聡  （四国旅客鉄道 常務取締役） 

委  員  阿部 和孝  （松山市農業協同組合 代表理事組合長） 

上月  康則 （徳島大学環境防災研究副センター長） 

小松 圭子  （有限会社はたやま夢楽 代表取締役社長） 

田井ノエル  (小説家) 

前本 千恵 （三浦工業株式会社  

ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）学芸員） 

三木千佳子 （徳島県邦楽協会会長） 

皆見 信博 （パラ卓球選手） 

村上健太郎 （特定非営利活動法人ＮＰＯ砂浜美術館理事長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「みかんの谷と生きる ～西日本豪雨 父と子の５年～」 

（総合 １１月２５日(土)放送）について＞ 

 

〇 西日本豪雨被災後の映像や避難所での生活、愛媛みかん発祥の地の誇りを持

って復興へ取り組む様子など、清家明さんと家族の５年間がうまくまとめられ
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ていた。これからの住まいをどうするのかと家族で話し合っている様子や新型

コロナウイルスの流行といった困難をリアルに記録している点が印象的だっ

た。災害は忘れたころにやってくるため、西日本豪雨の被害の記録として後世

に伝え続けてほしい内容だった。みかん農家の後継者不足が深刻な中、苦労を

乗り越えて前に進む明さんに勇気をもらった。今回の番組のように農業に関心

を持つような内容を、引き続き取り上げて放送してほしい。一方で、清家さん

一家のみが取り上げられていたため、ニュースの延長とも思える単調な内容だ

った。愛媛県宇和島市吉田町奥白井谷地区は活気がある町で景色もよいため、

ドローンを活用して地域の全体像を映すなど引きのある映像を入れる工夫がほ

しかった。 

 

〇 ５年という長期取材だからこそ描けるものがあったと感じる。「みかんの谷

と生きる」というタイトルであるが、この「と」に込められた覚悟が、清家さ

ん一家をはじめとしたみかん農家の方のことばから感じた。みかんの苗木の成

長と息子の歩さんの成長がリンクされていて、胸が熱くなった。歩さんがみか

ん農家を継ぐ決断をしたが、子どもに幼少期から親の職場を見せるということ

が、人口減少問題の解決のヒントになるのではないかと感じた。これは地域と

職場と生活が密接に結びついているからこそできる四国の強みだと思った。

「復興っていうのは災害の前よりもよくなっていくこと」という明さんのこと

ばは、「復興」ということばを改めて考えるきっかけになった。また、災害に

より地域が分断されるのではなく、時間をかけて地域の人々がその土地との関

わり方を模索している姿が印象的だった。映像中にぼかしが使用されていた

が、ぼかしをいれる基準があれば知りたい。 

 

〇 一般的に災害関連の報道は何年目といった節目の年に集中することが多い。

被災者の生活は何も変わっていないのに、毎年災害が起きた日の前は多くの取

材が来て、その翌日からは、全く取材に来なくなることがあり、被災者は社会

から取り残されたと感じると聞いたことがある。今回の番組は５年間も長期に

わたり取材をしていて、被災者に寄り添った向き合い方をしていると感じた。

奥白井谷地区の「再編復旧」では、農家の方たちがそれぞれの犠牲や負担を分

かち合い、協力して計画を立てていて感動した。一方で、復旧や復興には自治

体など外部から多くの支援を受けていると思うため、そうした支援の内容につ

いてもっと取り上げてほしかった。災害前よりも、よりよい地域や生活を目指
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して復興することを「創造的復興」と言うが、明さんが「復興っていうのは災

害の前よりもよくなっていくこと」と語っていた場面は番組全体を明るくして

いたと思う。 

 

〇 明さんの言動や歩さん気持ちの変化を通して、ふるさとへの思いや家族の絆

が伝わる内容の濃い番組だった。西日本豪雨の被害により、清家さん一家の人

生が大きく変わってしまった様子がうまくまとめられていた。被災から４日後

に地域の悲惨な状況を前にして「もう地獄ですよ」と話している明さんの様子

から被害の大きさがよく分かった。また、取り壊されている自宅の様子を見て

いる明さんのまなざしもうまくとらえることができていたと思う。鈴村奈美キ

ャスターのナレーションは、番組の音楽や映像と合っていて視聴しやすかっ

た。また、奥白井谷地区の人たちのつながりの深さやみかん栽培の取り組みを

丁寧に紹介していてよかった。一方で、「愛媛みかん発祥の地としての誇りを

代々受け継いできた」という明さんの紹介は、番組のつながりからして冒頭に

あったほうがよかったと思う。明さんがたばこを吸っているシーンがあった

が、その映像は必要なかったのではないかと感じた。 

 

〇 災害や復興との向き合い方やその大変さ、家族や地域の絆や親子関係などま

んべんなく伝えたかったと思うが、何を一番伝えたかったのか分からず、特に

強く印象に残るものがなかった。清家さん一家が災害や復興に対して真剣に向

き合う姿や芯の通った生き方と覚悟はすばらしく、この家族の絆が奥白井谷地

区を守っていると感じた。一方で、淡々と事実だけを伝えているように見受け

られて、少し単調に感じた。登場人物それぞれの思いをもう少し深く掘り下げ

てほしかった。特にみかん農家を継ぐと決心した歩さんが地域の人と関わる様

子をもう少し伝えてほしかった。また、途中で別のみかん農家の宮本一成さん

のインタビューがあったが、唐突な印象を受けた。さらに清家さん一家のみな

し仮設住宅から奥白井谷地区までの距離も分からなかった。愛媛みかん発祥の

地として誇りを持つ清家さんのみかんの魅力がもっと伝わる工夫があるとよか

った。 

 

（ＮＨＫ側） 

   この番組は、２人のディレクターが発災直後から５年間に

わたって奥白井谷地区に通って記録してきた映像をもとに制
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作した。担当ディレクターの１人が、西日本豪雨発生前の２

０１８年２月に「新日本風土記」という番組で宇和島市を取

り上げた際に、奥白井谷地区の方と縁ができた。発災直後に

その方に連絡を取ったところ、地域が大変なことになってい

ると聞いて、発災の４日後から奥白井谷地区に通い取材を始

めた。地域のリーダー的存在だった明さんを軸に編集してい

くことで、地域の全体像も見えてくるのではないかと思い、

清家一家を中心とした番組を目指した。番組に対して単調に

感じたという意見があったが、ディレクターの意図としては

あまり主観を入れずに、西日本豪雨で被災した明さんが、み

かん作りや家族との生活にどう向き合っていくのかを記録し

ていきたいという思いがあった。記録するという姿勢が清家

さん一家を長期にわたり取材するうえで、非常に大事だった

のではないかと思う。一方で、視聴者の中には淡々としてい

る内容を退屈に感じてしまう方もいるかもしれないが、簡単

に対案を示すことはできない。番組を通して防災の教訓につ

いても触れることできたらよかったという意見は反映できる

余地があるかもしれない。たばこを吸っているシーンについ

ては、被災直後で疲労困ぱいの明さんの表情を一番よくとら

えられていたカットだったということで、ディレクターが明

さんに許可を取ったうえで使用することとなった。 

 

（ＮＨＫ側） 

   番組の中で看板にぼかしを入れた場面があったが、それは

電話番号が載っていたため、トラブルにつながらないように

ぼかしを入れた。ぼかしを使用する基準としては、個人情報

の特定につながる情報やプライバシー、人権、権利保護が必

要な情報、また特定の宣伝につながる内容についてはぼかし

を入れることになっている。また、事件や事故の被害者や被

疑者、捜査関連の車両のナンバープレートについてもなるべ

く映らないようにするか、ぼかしを入れるように配慮をして

いる。状況に応じて判断しているため、そのつど担当者で議

論しながら決めている。 
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〇 奥白井谷地区で生活する人の思いや葛藤、復興の大変さを伝えつつ、最終的

には未来へ歩いていく家族の様子を描いた後味のよい番組だった。被災直後か

ら５年間も清家さん一家に取材をしていて、その年ごとに直面する問題が変化

する中、家族に寄り添った丁寧な構成になっていたと感じる。新型コロナウイ

ルスの流行による収入減や再編復旧計画の遅延、砂防ダムの建設など次から次

へと困難が立ちはだかる中、奥白井谷地区から離れて暮らすかどうか真剣に家

族で話し合うシーンには切実さがあった。「復興っていうのは災害の前よりも

よくなっていくこと」と言った明さんの復興に対する姿勢や地域との向き合い

方に胸を打たれた。被災直後は想像できなかった奥白井谷地区の和やかな様子

が、番組の最後に映されていて未来へつながるようなよい締めくくりだった。

明さんの孫の成長が５年という時間の経過を表現しており、番組の構成と合っ

ていたと思う。 

 

〇 被災後からの映像が時系列でまとめられていて、理解しやすい構成になって

いた。５年かけて取材をしたことで、歩さんの心情の変化がより伝わってきた

と思う。また、番組の内容とタイトルがとても合っていた。みかん農家が減る

中で、よりよい条件の土地で生産や出作することも選択できると思うが、明さ

んがあえて奥白井谷地区を選ぶのは、生まれ育ったからというだけでは伝わり

きらない思いがあると感じた。西日本豪雨後にその地域から離れて暮らす世帯

も多い中、これから暮らす住まいをどうするのかについて家族で話し合ってい

る場面では、清家さん一家にしか分からない葛藤や計りしれない思いがあると

実感した。奥白井谷地区の場所の紹介に、四国全体の地図が用いられていた

が、宇和島市吉田町をアップにした地図のほうが分かりやすかったのではない

か。また、ドローンの映像などを活用して奥白井谷地区の土地や景色をもっと

紹介してほしかった。 

 

〇 西日本豪雨を経て、奥白井谷地区の人々がこの５年間でどのような復興を行

なってきたのかよく分かった。「○年○月(豪雨から○カ月)」という表記がシ

ーンごとに表示されていたことで、流れを理解しやすくなっていた。奥白井谷

地区の再編復旧計画について、長期にわたる大変さや地理的な問題で工事が遅

れるという問題点もイメージしやすく工夫されていた。家を取り壊したり、砂

防ダム建設のためにみかんの木を切って苗木に利用したり、これからの住まい
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をどうするのか家族で話し合ったりとさまざまな決断をした映像があり、被災

者の現状をリアルに想像できた。明さんが真剣に地域のことを考えて行動する

姿は魅力的だった。歩さんの明さんに対するコメントからも親子のよい関係が

伝わり、みかん農家を継ぐという決断までの根拠が感じられる構成になってい

たと思う。人の生き方や考え方で感心させられる部分が多く、危機に直面した

際の人間の強さを魅力的にとらえられていて前向きになれる内容だった。 

 

〇 西日本豪雨で奥白井谷地区のみかん畑の約４割が被害を受け、みかん農家と

しての収入が被災前の６割まで落ち込む中、自分のことを後回しにして、地域

のために奮闘する明さんの姿に元気をもらった。被災した映像だけでなく、実

際の被害額や災害エリアを地図のようなもので示せば、被害状況がより視聴者

に分かりやすく伝わったのでないかと思う。明さんが地域のリーダー的存在と

して行政と協議に臨むシーンがあったが、その後どのように課題が解決したの

か気になった。また、明さんと家族との間にはこれからの住まいに対する意見

の相違があったのではないかと思うが、最終的に清家さん一家がどのような決

断をしたのか知りたかった。西日本豪雨はテーマとしては非常に重要であるた

め着眼点は評価できるが、内容はやや不完全燃焼でもの足りなさを感じた。清

家さん一家の心境や実際の行動をもっと深く掘り下げてもよかったのでないか

と思う。 

 

〇 奥白井谷地区の自宅を解体する様子を見つめる明さんと妻の昌呼さんの姿を

目の当たりにすると、熱く胸にこみ上げるものがあった。５年前、先行きの不

透明な状況の中、取材を受け入れた清家さん一家や粘り強く取材を続けてきた

制作スタッフには敬意を表したい。冒頭から歩さんの明さんに対する尊敬の念

は語られるも、明さんから歩さんに対する感謝の思いは後半になるまで語られ

ることがなかった。また、はじめは敬語で取材に応じていた明さんが、徐々に

打ち解けて方言で思いを語っている姿が印象的だった。５年という時を重ねる

中で、制作スタッフとの距離が縮まり、少しずつ前向きなことも考えられるよ

うになったのだと思う。また、みなし仮設住宅に移ったものの家族それぞれが

これからの住まいについて思いを語る場面も印象的だった。最終的に再び奥白

井谷地区に戻るのか、それとも地域から離れて暮らすのかどちらの選択をした

のか結論が知りたかった。 
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〇 西日本豪雨から５年がたち、目に見える形で復興は進みつつあるが、被災者

にとってはまだ葛藤の日々であると改めて実感した。被災４日後からこの５年

間を丹念に追っていて、その時々の映像もあり継続的な取材ならではの番組構

成に感心した。みかん農家は高齢化や後継者不足という課題もあるため、若者

が地域に戻ってくることは希望になると感じた。明さんにとっても息子や孫の

存在が生きる糧になっていたと感じた。奥白井谷地区の復旧の手伝いで、一時

的に実家に帰ってきていた歩さんは、はじめみかん農家を継ぐことは考えてい

ない様子だった。しかし、仕事をやめて地域に戻り、最後には「継ぎます」と

言い切っていた姿が印象的だった。今後も清家さん一家を引き続き取材しても

らいたい。西日本豪雨関連の報道は、被害のあった７月に集中するが、今回の

番組を１２月に放送したのは、みかんの収穫時期だからなのかその意図が気に

なった。 

 

（ＮＨＫ側）   

   清家さん一家が今後奥白井谷地区に戻るのか、離れて暮

らすのかについてはまだ結論が出ていないため、番組の中

ではあえて触れなかった。しかし、視聴者にとっては最終

的にどうなったのか気になる部分であったという意見それ

自体は受け止めたい。歩さんがみかん農家を継ぐ決断をし

たことは、ディレクターも予想していなかった。ディレク

ターがこの５年間清家さん一家を追ってきた中で、一番印

象に残った出来事だったこともあり、歩さんがみかん農家

を継ぐことが番組の軸になっていった。その分これからの

住まいの話や再編復旧計画の課題の部分まで深く掘り下げ

て伝える余地がなかったように思う。ご意見頂いた奥白井

谷地区を示した地図については視聴者が理解しやすいよう

にもっと気にかけるべきだったと感じる。もう一つ反省と

しては番組終盤で「いまだ半数の人が集落を離れて生活す

る中、久しぶりに顔を合わせることができました」という

ナレーションをしたが、「いまだ」ということばに対して、

ある被災者の方から奥白井谷地区に帰ることが前提になっ

ている表現だという指摘を受けた。奥白井谷地区を長期取

材させていただいたうえで、地域の皆さんは再び奥白井谷
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地区に戻りたいという意識があるのではないかと実感した

ため、そのようなナレーションの表現にした。しかし、被

災者の地域への思いやそれぞれ抱えている状況は異なるた

め、今後は被災者の一人一人に配慮した表現や伝え方を徹

底していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

〇 １２月１５日（金）放送のひめＤＯＮ！「松山商×熊本工 ２８年目のバッ

クホーム」を視聴した。1996 年夏の全国高等学校野球選手権大会決勝から２

８年ぶりに当時の選手たちが集まり松山で試合をするという内容を取り上げて

いて、非常によい番組だった。 

 

 

ＮＨＫ松山放送局   

番組審議会事務局 


